
JP 7014876 B2 2022.2.1

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7014876号

(P7014876)
(24)登録日　令和4年1月24日(2022.1.24)(45)発行日　令和4年2月1日(2022.2.1)

(54)【発明の名称】　フィルタ及びオクルーダシステム、並びに関連する方法及びデバイス

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｆ 2/01 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｆ 2/01 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2020-176650(P2020-176650)
(22)出願日　 令和2年10月21日(2020.10.21)
(62)分割の表示　 特願2018-557883(P2018-557883 

)の分割
原出願日　 平成29年5月11日(2017.5.11)

(65)公開番号　 特開2021-7801(P2021-7801A)
(43)公開日　 令和3年1月28日(2021.1.28)

審査請求日　 令和2年10月29日(2020.10.29)
(31)優先権主張番号　62/334,767          
(32)優先日　 平成28年5月11日(2016.5.11)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

米国(US)
(31)優先権主張番号　62/448,583          
(32)優先日　 平成29年1月20日(2017.1.20)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

最終頁に続く

(73)特許権者　 391028362
ダブリュ．エル．ゴア  アンド  アソシエ 
イツ，インコーポレイティド
Ｗ．Ｌ．  ＧＯＲＥ  ＆  ＡＳＳＯＣＩＡ 
ＴＥＳ，  ＩＮＣＯＲＰＯＲＡＴＥＤ
アメリカ合衆国，デラウェア  １９７１ 
１，ニューアーク，ペーパー  ミル  ロー 
ド  ５５５

(74)代理人　 100099759
弁理士　青木  篤

(74)代理人　 100123582
弁理士　三橋  真二

(74)代理人　 100128495
弁理士　出野  知

(74)代理人　 100093665
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
圧 潰 可 能 で あ り 、 複 数 の ス ト ラ ッ ト を 含 み 、 遠 位 端 、 近 位 端 、 及 び こ れ ら の 間 に 位 置 す る  
中 間 部 分 を 有 す る 支 持 構 造 で あ っ て 、 前 記 近 位 端 の 前 記 複 数 の ス ト ラ ッ ト の 部 分 が 内 方 に  
向 か っ て 湾 曲 し て 反 転 し た フ レ ー ム ワ ー ク を 画 定 す る 、 支 持 構 造 と 、
前 記 中 間 部 分 で 前 記 支 持 構 造 に 取 り 付 け ら れ 、 か つ 流 体 の 流 れ に 不 透 過 性 の 第 １ 部 分 、 及  
び 前 記 第 １ 部 分 と 前 記 支 持 構 造 の 前 記 遠 位 端 と の 間 に 位 置 し 、 か つ 流 体 の 流 れ に 透 過 性 の
第 ２ 部 分 を 含 む 、 フ ロ ー 媒 体 と 、
前 記 支 持 構 造 の 前 記 近 位 端 に カ ッ プ リ ン グ さ れ た 近 位 側 捕 捉 機 構 、 及 び 前 記 支 持 構 造 の 前  
記 遠 位 端 に カ ッ プ リ ン グ さ れ た 遠 位 側 捕 捉 機 構 と
を 含 む 、 医 療 デ バ イ ス で あ っ て 、
前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 及 び 前 記 遠 位 側 捕 捉 機 構 が 、 前 記 医 療 デ バ イ ス の 逆 行 性 及 び 順 行 性 の  
捕 捉 を 促 進 す る 、
医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 及 び 前 記 遠 位 側 捕 捉 機 構 が 、 前 記 支 持 構 造 の ほ ぼ 球 状 の 部 分 に よ っ て  
形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 及 び 前 記 遠 位 側 捕 捉 機 構 の う ち の 一 方 が 、 前 記 支 持 構 造 の 前 記 複 数 の  
ス ト ラ ッ ト の う ち の １ つ 又 は ２ つ 以 上 か ら 延 び て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。

請求項の数　17　外国語出願　（全21頁）
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【 請 求 項 ４ 】
ル ー プ を 備 え た ス ネ ア カ テ ー テ ル を 更 に 含 み 、 前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 が 前 記 ル ー プ に よ っ て  
捕 捉 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 血 管 を 通 っ て 流 れ る 流 体 を 濾 過 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 フ ロ ー 媒 体 は 第 １ 側 と 第 ２ 側 と を 含 み 、 前 記 フ ロ ー 媒 体 の 前 記 第 １ 側 又 は 前 記 第 ２ 側  
が 前 記 フ ロ ー 媒 体 を 通 っ て 流 れ る 流 体 を 濾 過 す る よ う 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 医 療  
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル の 平 均 サ イ ズ と 、 １ ２ 時 間 ～ ７ 日 間  
の 開 存 性 と を 有 す る 孔 を 含 む 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 血 管 を 通 っ て 流 れ る 流 体 を 閉 塞 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項  
１ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 １ ０ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル 未 満 の 平 均 サ イ ズ と 、 前 記 血 管 の 延 長 さ れ た  
低 フ ロ ー 閉 塞 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ た 開 存 性 と を 有 す る 孔 を 含 む 、 請 求 項 ８ に 記 載 の  
医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 フ ロ ー 媒 体 が 前 記 支 持 構 造 の 外 側 部 分 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療  
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 フ ロ ー 媒 体 が ポ リ マ ー 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 支 持 構 造 が 内 側 ル ー メ ン を 含 み 、 前 記 フ ロ ー 媒 体 が 前 記 内 側 ル ー メ ン を 横 切 っ て 延 び  
る よ う に 、 前 記 支 持 構 造 に 前 記 フ ロ ー 媒 体 が 取 り 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療  
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 と 連 携 す る 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医  
療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 が 、 前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 内 部 に 包 囲 さ れ た 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー を  
含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 支 持 構 造 が 、 切 断 さ れ た 管 か ら 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ６ 】
  前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 流 れ 方 向 に よ っ て 前 記 近 位 端 又 は 前 記 遠 位 端 に 向 か っ て 反 転 可 能 に  
延 在 す る よ う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ７ 】
  前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 前 記 医 療 デ バ イ ス の 体 腔 内 へ の 展 開 に 続 い て 前 記 近 位 端 又 は 前 記 遠  
位 端 に 向 か っ て 反 転 可 能 に 延 在 す る よ う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 概 要 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 開 示 に よ る 種 々 の シ ス テ ム 、 方 法 、 及 び デ バ イ ス は 、 フ ィ ル タ 又 は オ ク ル ー ダ と も 記 さ  
れ る フ ロ ー デ バ イ ス と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 用 語 は 、 デ バ イ ス 用 途 に よ  
っ て 特 に 指 示 さ れ な い 限 り 本 明 細 書 で は 相 互 交 換 可 能 に 使 用 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
本 開 示 の い く つ か の 態 様 は 、 伝 統 的 な フ ィ ル タ と 比 較 し て 延 長 さ れ た 期 間 に わ た っ て 開 存  
性 で あ り 続 け る フ ィ ル タ に 関 す る 。 こ の よ う な フ ィ ル タ は 、 複 雑 な 血 管 内 処 置 中 、 又 は 他  
の 濾 過 用 途 に お い て 血 栓 遊 離 に 対 す る 保 護 の た め に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
開 示 内 容 の い く つ か の 態 様 は 、 所 望 の 期 間 に わ た っ て 開 存 性 で あ り 続 け 、 最 終 的 に は 開 存  
性 が 低 く な り 、 そ し て 所 望 の 場 合 に は 、 時 間 と と も に 完 全 又 は ほ ぼ 完 全 に 閉 塞 す る よ う に  
な る フ ロ ー デ バ イ ス に 関 す る 。 こ の よ う な オ ク ル ー ダ は 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 血 管 、 グ ラ  
フ ト ／ ス テ ン ト － グ ラ フ ト の ア パ ー チ ャ 、 又 は グ ラ フ ト ／ ス テ ン ト － グ ラ フ ト の 分 枝 の 開  
存 性 を 時 間 と と も に 低 減 す る た め の 技 術 、 並 び に そ の 他 の 技 術 を 含 む 種 々 様 々 な 用 途 に お  
い て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 開 示 の い く つ か の 態 様 は 、 例 え ば 種 々 異 な る ア ク セ ス 部 位 か ら デ バ イ ス を 血 管 内 で 取 り  
外 す の を 容 易 に す る た め に 、 圧 潰 し て 遠 位 側 又 は 近 位 側 の ア プ ロ ー チ 方 向 （ 順 行 方 向 又 は  
逆 行 方 向 ） で 血 管 系 か ら 取 り 外 す こ と が で き る フ ロ ー デ バ イ ス に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 開 示 の い く つ か の 態 様 は 、 二 方 向 で 展 開 す る こ と が で き る フ ロ ー デ バ イ ス に 関 す る 。 こ  
の よ う な デ バ イ ス は 遠 位 端 か ら 近 位 端 へ 又 は 近 位 端 か ら 遠 位 端 へ 向 か う 配 向 で 展 開 す る こ  
と に よ り 、 例 え ば 、 種 々 異 な る ア ク セ ス 部 位 か ら の デ バ イ ス の 血 管 内 展 開 を 容 易 に す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 開 示 の い く つ か の 態 様 は 、 所 定 の 場 所 に 展 開 さ れ 残 さ れ る こ と に よ り 、 例 え ば 塞 栓 症 を  
含 む 術 後 合 併 症 に 対 す る 保 護 の 改 善 と い っ た 利 点 を も た ら す 複 数 の フ ロ ー デ バ イ ス を 含 む  
フ ロ ー シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
開 示 内 容 の い く つ か の 態 様 は 、 本 明 細 書 中 に 記 載 さ れ た フ ロ ー デ バ イ ス 及 び フ ロ ー シ ス テ  
ム を 製 造 す る 方 法 及 び フ ロ ー デ バ イ ス 及 び フ ロ ー シ ス テ ム を 使 用 し て 治 療 す る 方 法 に 関 す  
る 。 こ れ ら の 方 法 は 、 フ ロ ー デ バ イ ス が 延 長 さ れ た 期 間 （ 例 え ば 一 次 治 療 処 置 、 例 え ば Ｅ  
Ｖ Ａ Ｒ の 終 結 後 を 含 む ） に わ た っ て 体 内 に 植 え 込 ま れ 、 所 期 期 間 後 に 身 体 か ら 後 で 回 収 す  
る 用 途 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
多 数 の 例 が 開 示 さ れ て い る が 、 実 例 を 示 し 記 述 す る 下 記 詳 細 な 説 明 か ら 、 さ ら に 他 の 例 も  
当 業 者 に 明 ら か に な る 。 従 っ て 、 図 面 及 び 詳 細 な 説 明 は 、 本 質 的 に 一 例 と 見 な す べ き で あ  
り 、 制 限 的 な も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 回 収 シ ス テ ム 及 び 連 携 す る フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す  
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ Ａ 】 図 １ Ａ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 、 図 １ の フ ロ ー デ バ イ ス の 一 部 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 ２ Ａ 】 図 ２ Ａ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く フ ロ ー 媒 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ｂ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く フ ロ ー 媒 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｃ 】 図 ２ Ｃ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く フ ロ ー 媒 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｄ 】 図 ２ Ｄ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く フ ロ ー 媒 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｅ 】 図 ２ Ｅ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く フ ロ ー 媒 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｆ 】 図 ２ Ｆ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く フ ロ ー 媒 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 別 の フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 図 ４ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 別 の フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 別 の フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 ５ Ａ 】 図 ５ Ａ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 、 図 ５ の フ ロ ー デ バ イ ス の 一 部 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く さ ら な る フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く さ ら な る フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く さ ら な る フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 、 フ ロ ー デ バ イ ス 内 に 挿 入 さ れ 展 開 さ れ た フ ロ ー  
復 帰 デ バ イ ス （ f l o w  r e v e r s i o n  d e v i c e ） を 備 え た フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 、 フ ロ ー デ バ イ ス 内 に 挿 入 さ れ 展 開 さ れ た フ  
ロ ー 復 帰 デ バ イ ス を 備 え た フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 、 フ ロ ー デ バ イ ス 内 に 挿 入 さ れ 展 開 さ れ た フ  
ロ ー 復 帰 デ バ イ ス を 備 え た フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 、 フ ロ ー デ バ イ ス 内 に 挿 入 さ れ 展 開 さ れ た フ  
ロ ー 復 帰 デ バ イ ス を 備 え た フ ロ ー デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 、 大 動 脈 弓 内 に 展 開 さ れ た フ ロ ー デ バ イ ス の  
シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 、 回 収 シ ス テ ム 及 び 連 携 す る フ ロ ー デ バ イ ス  
を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
本 開 示 の 種 々 の 態 様 は 、 身 体 の 導 管 、 例 え ば 血 管 内 の 流 れ を 改 変 す る （ 流 れ を 濾 過 、 低 減  
、 且 つ ／ 又 は 閉 塞 す る ） た め の 、 フ ィ ル タ と オ ク ル ー ダ と も 記 さ れ る フ ロ ー デ バ イ ス に 関  
す る 。 い く つ か の 例 に お い て 、 こ の よ う な デ バ イ ス は 、 移 植 及 び 関 連 す る 処 置 の 停 止 に 続  
く 延 長 さ れ た 期 間 を 含 む 、 所 望 の 期 間 に わ た っ て 開 存 性 を 維 持 し つ つ 比 較 的 低 い 有 孔 率 を  
達 成 す る 。 デ バ イ ス 用 途 の い く つ か の 例 は 、 脳 卒 中 、 虚 血 、 腎 機 能 低 下 、 遠 位 末 梢 動 脈 閉  
塞 、 内 腸 骨 閉 塞 、 下 腸 間 膜 閉 塞 の 防 止 、 イ ン プ ラ ン ト 分 枝 （ 例 え ば ス テ ン ト ・ グ ラ フ ト 分  
枝 ） の 選 択 的 濾 過 及 び ／ 又 は 閉 塞 、 及 び 本 開 示 が 明 ら か に す る そ の 他 の も の 、 例 え ば 肥 満  
の 治 療 を 目 的 と し た 胃 動 脈 の 部 分 的 又 は 全 体 的 な 閉 塞 の た め に 使 用 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く フ ロ ー デ バ イ ス 及 び 回 収 シ ス テ ム を 示 し て い る 。 図 示 の よ  
う に 、 フ ロ ー デ バ イ ス １ ０ は 支 持 フ レ ー ム １ ２ と フ ロ ー 媒 体 １ ４ と を 含 ん で い る 。 デ バ イ  
ス １ ０ は 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 体 腔 内 に 植 え 込 む よ う に 構 成 さ れ て お り 、 ３ ｍ ｍ ～ ２ ０ ｍ  
ｍ の 外 径 を 有 す る こ と が で き る も の の 、 種 々 の 寸 法 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
支 持 構 造 と も 記 さ れ る 支 持 フ レ ー ム １ ２ は 、 任 意 に 、 形 状 記 憶 材 料 、 例 え ば ニ ッ ケ ル － チ  
タ ン 合 金 か ら 形 成 さ れ て は い る も の の 、 種 々 の 材 料 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 又 は 適 宜 の ポ リ  
マ ー 材 料 が 考 え ら れ る 。 所 望 の 場 合 に は 、 支 持 フ レ ー ム １ ２ は 、 切 断 さ れ た 管 （ 例 え ば レ  
ー ザ ー 切 断 管 ） と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 管 は 、 送 達 シ ス テ ム （ 例 え ば 送 達 カ テ ー テ ル  
） を 使 用 し て 腔 内 展 開 を 行 う た め に 細 長 い 、 よ り 小 さ な 直 径 輪 郭 （ 図 示 せ ず ） に 圧 潰 す る  
こ と が で き る 。 所 望 の 場 合 に は 、 支 持 フ レ ー ム １ ２ は 、 任 意 に 、 例 え ば １ つ 又 は ２ つ 以 上  
の マ ン ド レ ル ワ イ ヤ 形 成 作 業 を 用 い て 、 不 連 続 な ワ イ ヤ か ら 形 成 さ れ る 。 い く つ か の 例 が  
提 供 さ れ て は い る も の の 、 ２ ０ １ ４ 年 ３ 月 １ １ 日 付 け で 発 行 さ れ た 米 国 特 許 第 ８ ， ６ ６ ８  
， ７ １ ４ 号 明 細 書 （ C u l l y 他 ） に 開 示 さ れ た も の を 含 む 、 種 々 の フ レ ー ム の 形 状 、 材 料 、  
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及 び 製 造 方 法 が 考 え ら れ る 。 い く つ か の 例 で は 、 支 持 フ レ ー ム １ ２ は 、 自 己 拡 張 す る 、 又  
は （ 例 え ば バ ル ー ン を 介 し て ） 拡 張 さ せ ら れ る こ と に よ り 、 体 腔 の 壁 に 係 合 す る よ う に 構  
成 さ れ て い る 。 こ の 体 腔 内 に 、 支 持 フ レ ー ム は 展 開 さ れ る （ 例 え ば 血 管 壁 、 例 え ば 大 動 脈  
弓 に 当 て 付 け ら れ る ） こ と に よ り デ バ イ ス １ ０ を 所 定 の 場 所 に 固 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 支 持 フ レ ー ム １ ２ は 近 位 部 分 ２ ０ と 、 遠 位 部 分 ２ ２ と 、 近 位  
部 分 及 び 遠 位 部 分 ２ ０ ， ２ ２ の 間 の 中 間 部 分 ２ ４ と を 含 ん で い る 。 図 示 の よ う に 、 支 持 フ  
レ ー ム １ ２ は 概 ね 、 ス ト ラ ッ ト ３ ０ と も 記 さ れ る 複 数 の フ レ ー ム 部 材 ３ ０ か ら 形 成 さ れ て  
い る 。 フ レ ー ム 部 材 ３ ０ は 、 任 意 に 、 切 断 さ れ た 管 、 巻 き 合 わ さ れ た 又 は 互 い に カ ッ プ リ  
ン グ さ れ た 不 連 続 な ワ イ ヤ 、 又 は 所 望 の 別 の 構 成 の 部 分 で あ る 。 支 持 フ レ ー ム １ ２ は 、 任  
意 に 、 所 望 の 通 り に 自 己 拡 張 し 、 又 は 拡 張 さ せ る こ と が で き る （ 例 え ば バ ル ー ン に よ っ て  
拡 張 さ せ る こ と が で き る ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
近 位 部 分 ２ ０ は 第 １ 捕 捉 機 構 （ c a p t u r e  f e a t u r e ） ３ ２ を 含 ん で お り 、 中 間 部 分 ２ ４ か ら  
離 れ る 方 向 に 円 錐 形 に テ ー パ ー が つ い て い る 。 捕 捉 機 構 ３ ２ の 拡 大 図 が 図 １ Ａ に 示 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 カ ッ プ リ ン グ 手 段 ３ ２ と も 記 さ れ る 捕 捉 機 構 ３ ２ は 、 複 数 の  
ス ト ラ ッ ト ３ ０ か ら 延 び て お り 、 そ し て 概 ね 球 形 状 （ 例 え ば 円 形 の 球 形 状 ） を 形 成 し て は  
い る も の の 、 種 々 の 形 状 （ 例 え ば 楕 円 形 の 球 形 状 ） も 考 え ら れ る 。 い く つ か の 例 で は 、 例  
え ば レ ー ザ ー 切 断 に よ っ て 形 成 さ れ た と き に 、 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） は １ つ 又  
は ２ つ 以 上 の リ リ ー フ カ ッ ト を 含 む こ と に よ り 、 捕 捉 機 構 ３ ２ を 所 望 の 形 状 （ 例 え ば ベ ル  
、 又 は 「 ジ ン グ ル ベ ル （ j i n g l e  b e l l ） 」 に 類 似 ） に 形 成 す る の を 容 易 に す る 。 図 １ Ａ で は  
ほ と ん ど よ く 見 え な い が 、 第 １ 捕 捉 機 構 ３ ２ に は 第 １ 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー ３ ４ （ 例 え  
ば 不 連 続 な 放 射 線 不 透 過 性 材 料 片 ） が 、 任 意 に 受 容 さ れ 保 持 さ れ て い る 。 第 １ 放 射 線 不 透  
過 性 マ ー カ ー ３ ４ は 、 任 意 に 、 例 え ば 、 展 開 作 業 中 に デ バ イ ス １ ０ の 配 置 を 支 援 し 、 且 つ  
／ 又 は 、 リ カ バ リ 作 業 又 は 回 収 作 業 中 に デ バ イ ス １ ０ を 回 収 す る の に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
フ ロ ー 媒 体 １ ４ に よ っ て 部 分 的 に 隠 さ れ て は い る が 、 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 支 持 フ  
レ ー ム １ ２ の 中 間 部 分 ２ ４ は ほ ぼ 円 筒 形 で は あ る も の の 、 種 々 の 形 状 （ 例 え ば テ ー パ ー 状  
、 砂 時 計 状 、 犬 用 の 骨 状 、 及 び そ の 他 の 形 状 ） が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
支 持 フ レ ー ム １ ２ の 遠 位 部 分 ２ ２ は 、 フ ロ ー 媒 体 １ ４ に よ っ て 大 部 分 が カ バ ー さ れ て い る  
状 態 で 図 １ に 示 さ れ て い る 。 い く つ か の 例 で は 、 支 持 フ レ ー ム １ ２ の 遠 位 部 分 ２ ２ は 、 第  
２ 捕 捉 機 構 ４ ０ ま で 円 錐 形 に テ ー パ ー が つ い て い る 。 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 テ ー パ  
ー が つ い た 遠 位 部 分 ２ ２ は 、 図 １ に 示 さ れ た 対 応 す る 円 錐 形 状 を 成 す フ ロ ー 媒 体 １ ４ を 支  
持 し て い る 。 カ ッ プ リ ン グ 手 段 ４ ０ と も 記 さ れ る 第 ２ 捕 捉 機 構 ４ ０ は 、 任 意 に 、 第 １ 捕 捉  
機 構 ３ ２ と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 例 え ば 、 第 ２ 捕 捉 機 構 ４ ０ は 、 第 １ 捕 捉 機 構 ３ ２ と 同 様 に 成  
形 さ れ 形 成 さ れ て い て よ く 、 そ し て ま た 第 ２ 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー ４ ２ を 含 む が 、 し か  
し 種 々 の 形 態 が 考 え ら れ る 。 所 望 の 場 合 に は 第 １ 及 び 第 ２ の 捕 捉 機 構 ３ ２ ， ４ ０ 及 び ／ 又  
は 第 １ 及 び 第 ２ の 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー ３ ４ ， ４ ２ は 互 い に 区 別 可 能 で あ り 、 例 え ば 異  
な る 放 射 線 不 透 過 性 、 形 状 、 材 料 、 被 膜 を 有 し て お り 、 又 は そ の 他 の 点 で 互 い に 異 な っ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 フ ロ ー 媒 体 １ ４ は 、 支 持 フ レ ー ム １ ２ の 中 間 部 分 ２ ４ の 外 面  
に 被 さ る よ う に 受 容 さ れ た 第 １ 部 分 ５ ０ と 、 支 持 フ レ ー ム １ ２ の 遠 位 部 分 ２ ２ に 被 さ る よ  
う に 受 容 さ れ た 第 ２ 部 分 ５ ２ と を 含 む 。 フ ロ ー 媒 体 １ ４ は 、 任 意 に 、 多 孔 質 フ ァ ブ リ ッ ク  
と 記 さ れ る 。 「 多 孔 質 フ ァ ブ リ ッ ク （ p o r o u s  f a b r i c ） 」 と い う 用 語 は 概 ね 、 材 料 内 の １  
つ 又 は ２ つ 以 上 の 流 路 又 は 「 孔 （ p o r e s ） 」 を 少 な く と も あ る 程 度 の レ ベ ル の 流 体 が 通 過  
す る の を 許 す （ 所 望 の 流 体 透 過 率 を 有 す る ） よ う に 構 成 さ れ た 材 料 層 を 示 す も の と す る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ 部 分 ５ ０ は 中 間 部 分 ２ ４ の 外 側 で 受 容 さ れ て い る 。 中 間  
部 分 ２ ４ の 外 側 に あ る 状 態 で 示 さ れ て は い る も の の 、 種 々 の 形 態 が 考 え ら れ る 。 こ れ ら の  
形 態 は 、 第 １ 部 分 ５ ０ が 中 間 部 分 ２ ４ の 内 面 上 で 受 容 さ れ る こ と 、 中 間 部 分 ２ ４ で 埋 め 込  
ま れ る こ と 、 中 間 部 分 ２ ４ を サ ン ド イ ッ チ す る 複 数 の 層 又 は 部 分 を 含 む こ と 、 及 び そ の 他  
を 含 む 。 い く つ か の 例 で は 、 フ ロ ー 媒 体 １ ４ の 第 １ 部 分 ５ ０ は ほ ぼ 連 続 的 で あ り 、 第 １ 部  
分 ５ ０ は 実 質 的 に 不 透 過 性 又 は 透 過 性 で あ っ て よ く 、 或 い は 、 所 望 の 通 り 、 気 体 又 は 水 、  
血 液 、 胆 汁 、 又 は そ の 他 の 体 液 に 対 す る 任 意 の 所 望 の 透 過 性 を 有 す る こ と が で き る 。 い く  
つ か の 例 で は 、 第 １ 部 分 ５ ０ は 、 フ ィ ル ム ／ 支 持 フ レ ー ム １ ２ に （ 例 え ば フ ィ ル ム 及 び ／  
又 は 支 持 フ レ ー ム １ ２ に 被 着 さ れ た Ｆ Ｅ Ｐ に よ っ て ） 接 着 さ れ た 、 又 は そ の 他 の 形 で （ 例  
え ば 縫 合 、 摩 擦 嵌 め 、 又 は そ の 他 の 固 定 手 段 に よ っ て ） 固 定 さ れ た １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 延  
伸 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 層 か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
い く つ か の 例 に よ れ ば 、 濾 過 部 分 ５ ２ 又 は フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ と も 記 さ れ る フ ロ ー 媒 体 １  
４ の 第 ２ 部 分 ５ ２ は 、 複 数 の 開 口 を 含 む の で 、 第 ２ 部 分 又 は フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ は 、 少 な  
く と も 初 期 の 所 望 の 期 間 に わ た っ て 流 体 流 透 過 性 で あ る 。 フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ は 、 任 意 に  
、 フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ を 通 る 流 体 内 の 粒 子 又 は 他 の 物 質 を 捕 捉 す る よ う に 構 成 さ れ て い る  
。 例 え ば 、 血 液 の 場 合 、 プ ラ ー ク デ ブ リ 、 血 栓 デ ブ リ 、 又 は 他 の 成 分 を 捕 捉 す る こ と が 望  
ま し い 場 合 が あ る 。 下 で 詳 述 す る よ う に 、 い く つ か の 例 で は 、 デ バ イ ス １ ０ の １ つ 又 は ２  
つ 以 上 の 部 分 （ 例 え ば フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ ） は 薬 物 被 膜 、 表 面 処 理 剤 （ 例 え ば W . L .  G o r e  
&  A s s o c i a t e s に よ っ て 「 Ｃ Ｂ Ａ Ｓ 」 と い う 商 品 名 で 市 販 さ れ て い る 表 面 処 理 剤 ） 、 又 は 他  
の 改 質 剤 を 含 む こ と に よ り 、 フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ 内 で 捕 ら え ら れ た 物 質 の 分 解 を 容 易 に す  
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
い く つ か の 例 で は 、 デ バ イ ス １ ０ は 、 デ バ イ ス の ル ー メ ン 内 部 で 捕 捉 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ  
上 に 乗 る こ と な し に 「 オ フ ・ ザ ・ ワ イ ヤ （ o f f - t h e - w i r e ） 」 状 態 で 送 達 さ れ る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 さ ら に 下 で 論 じ る よ う に 、 い く つ か の 例 で は 、 デ バ イ ス １ ０  
の 送 達 中 に １ つ 又 は ２ つ 以 上 の ガ イ ド ワ イ ヤ を 利 用 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 例 で は  
、 デ バ イ ス １ ０ は 、 よ く 知 ら れ た 血 管 内 カ テ ー テ ル 技 術 を 用 い て 、 圧 縮 さ れ た 送 達 形 態 か  
ら 拡 張 さ れ た 展 開 形 態 へ 展 開 す る こ と が で き る 。 少 な く と も こ の よ う に 、 デ バ イ ス １ ０ は  
、 処 置 又 は 処 置 の 一 部 に 続 い て 体 内 に 残 す こ と が で き 、 こ の 場 合 、 デ バ イ ス １ ０ か ら ガ イ  
ド ワ イ ヤ を 取 り 除 く 必 要 、 及 び ／ 又 は 連 携 す る 治 療 デ バ イ ス 、 例 え ば 連 携 す る バ ル ー ン カ  
テ ー テ ル 又 は ス テ ン ト － グ ラ フ ト 展 開 シ ス テ ム と 一 緒 に デ バ イ ス １ ０ を 取 り 除 く 必 要 は な  
い 。 さ ら に 、 こ の よ う な 「 オ フ ・ ザ ・ ワ イ ヤ 」 ア プ ロ ー チ を 用 い て 、 種 々 異 な る 送 達 部 位  
で 単 一 の 送 達 シ ス テ ム か ら 複 数 の デ バ イ ス を 展 開 す る こ と が で き る 。 一 般 に 、 所 望 の 通 り  
に デ バ イ ス を 展 開 す る た め に 、 プ ッ シ ュ ／ プ ル 式 送 達 カ テ ー テ ル 、 拘 束 シ ー ス 、 及 び 他 の  
送 達 シ ス テ ム が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 １ は ま た 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル ６ ２ と 、 引 き 込 み 可 能 な ル ー プ ６ ４ を 備 え た ス ネ ア カ テ ー  
テ ル と を 含 む 捕 捉 シ ス テ ム ６ ０ を 示 し て い る 。 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 捕 捉 シ ス テ ム  
６ ０ は 、 任 意 に 、 第 １ 捕 捉 機 構 ３ ２ を 捕 捉 す る た め に 使 用 さ れ る 。 そ の 時 点 で 、 デ バ イ ス  
の 引 き 込 み 又 は 位 置 調 節 の た め に 、 デ バ イ ス を ガ イ ド カ テ ー テ ル ６ ２ 又 は 別 の 圧 潰 機 構 内  
へ 引 き 込 ん で 圧 潰 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 捕 捉 シ ス テ ム ６ ０ 又 は 同 様 の 捕 捉 シ ス テ ム  
は 、 任 意 に 、 第 ２ 捕 捉 機 構 ４ ０ を 使 用 し て 、 デ バ イ ス １ ０ を 捕 捉 し 回 収 す る た め に も 利 用  
さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 デ バ イ ス １ ０ の 形 態 は 、 流 れ の 観 点 で 順 行 ア プ ロ ー チ 又 は 逆 行 ア プ  
ロ ー チ と も 記 さ れ る 遠 位 側 ア プ ロ ー チ 又 は 近 位 側 ア プ ロ ー チ か ら 、 デ バ イ ス １ ０ の 回 収 及  
び 取 り 外 し 及 び ／ 又 は 再 配 置 を 容 易 に す る 。 従 っ て 、 デ バ イ ス １ ０ 及 び 捕 捉 シ ス テ ム ６ ０  
の 使 用 者 は 、 種 々 異 な る 血 管 進 入 地 点 か ら 、 又 は 体 腔 内 部 の 種 々 の 方 向 か ら 、 所 望 の 通 り  
に デ バ イ ス に ア プ ロ ー チ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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図 ２ Ａ ～ ２ Ｆ は 、 フ ロ ー 媒 体 １ ４ 、 例 え ば フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ の 開 口 の た め の 考 え ら れ 得  
る 種 々 の 形 態 を 示 し て い る 。 開 口 は フ ィ ル ム 、 シ ー ト 、 メ ン ブ レ ン 、 又 は そ の 他 の 材 料 の  
除 去 プ ロ セ ス （ 例 え ば 切 断 又 は エ ッ チ ン グ プ ロ セ ス ） に よ っ て 形 成 さ れ て よ い 。 開 口 は 、  
個 々 の 繊 維 又 は マ ル チ 繊 維 の ス ト ラ ン ド を 使 用 し た 製 織 、 編 組 、 又 は 他 の 技 術 に よ っ て 、  
又 は 所 望 の 通 り の 他 の 材 料 及 び ／ 又 は 方 法 を 用 い て 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ２ Ａ は 正 方 形 格 子 構 造 、 例 え ば フ ロ ー 媒 体 １ ４ の た め に 使 用 可 能 な 、 ２ ０ １ ３ 年 ８ 月 ８  
日 付 け で 公 開 さ れ た 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ １ ３ ／ ０ ２ ０ ４ ３ ４ ７ 号 明 細 書 ( A r m s t r o n g  
他 ） に 記 載 さ れ た も の を 示 し て い る 。 図 ２ Ｂ は 、 フ ロ ー 媒 体 １ ４ の １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 部  
分 （ 例 え ば フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ ） の い く つ か の 例 に 基 づ く 、 開 口 が オ フ セ ッ ト さ れ た 方 形  
で あ る 改 変 型 格 子 構 造 を 示 し て い る 。 図 ２ Ｃ は 、 所 望 の 長 さ 、 深 さ 、 及 び 間 隔 を 備 え た 一  
連 の ス リ ッ ト を 示 し て い る 。 図 ２ Ｄ は 、 所 望 の 長 さ 、 幅 、 数 、 及 び 間 隔 を 備 え た 卵 形 、 又  
は 楕 円 形 の 開 口 を 示 し て い る 。 図 ２ Ｅ は 、 所 望 の 直 径 及 び 間 隔 を 備 え た ほ ぼ 円 形 の 開 口 を  
示 し て い る 。 そ し て 図 ２ Ｆ は 、 不 規 則 な 繊 維 構 造 に よ っ て 形 成 さ れ た 一 連 の ラ ン ダ ム な 、  
不 規 則 な 開 口 を 示 し て い る 。 前 記 の も の の そ れ ぞ れ は 、 フ ロ ー 媒 体 １ ４ の １ つ 又 は ２ つ 以  
上 の 部 分 の 形 態 （ 例 え ば フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ の 形 態 ） の い く つ か の 例 を 提 供 し て い る に す  
ぎ な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
開 口 は フ ロ ー 媒 体 １ ４ の 有 孔 性 レ ベ ル を 概 ね 画 定 す る 。 例 え ば い く つ か の 例 で は 、 有 効 性  
レ ベ ル は 、 開 口 の 平 均 又 は 最 大 の 直 径 又 は 寸 法 が ５ ０ ０ ミ ク ロ ン 、 ４ ０ ０ ミ ク ロ ン 、 ３ ０  
０ ミ ク ロ ン 、 ２ ０ ０ ミ ク ロ ン 、 １ ０ ０ ミ ク ロ ン 、 又 は 他 の 寸 法 で あ る も の と し て 定 義 さ れ  
て い る 。 い く つ か の 実 施 形 で は （ 例 え ば 閉 塞 が 望 ま し い 実 施 形 ） 、 有 効 性 レ ベ ル は 、 例 え  
ば 開 口 の 平 均 又 は 最 大 の 直 径 又 は 寸 法 が １ ０ ０ ミ ク ロ ン 未 満 、 例 え ば ５ ０ ミ ク ロ ン 、 １ ０  
ミ ク ロ ン 、 又 は ５ ミ ク ロ ン で あ る も の と し て 定 義 さ れ て い る 。 有 効 性 レ ベ ル は 、 開 口 が ５  
０ ０ ミ ク ロ ン 、 ４ ０ ０ ミ ク ロ ン 、 ３ ０ ０ ミ ク ロ ン 、 ２ ０ ０ ミ ク ロ ン 、 又 は １ ０ ０ ミ ク ロ ン  
、 又 は 他 の 最 大 又 は 平 均 粒 径 ま で 濾 過 す る よ う に 構 成 さ れ て い る も の と し て 定 義 す る こ と  
も で き る 。 い く つ か の 実 施 形 （ 例 え ば 閉 塞 が 望 ま し い 実 施 形 ） で は 、 フ ロ ー 媒 体 １ ４ の 有  
効 性 レ ベ ル は 、 例 え ば 開 口 が １ ０ ０ ミ ク ロ ン 粒 径 未 満 、 例 え ば ５ ０ ミ ク ロ ン 、 １ ０ ミ ク ロ  
ン 、 又 は ５ ミ ク ロ ン 粒 径 の 最 大 又 は 平 均 粒 径 ま で 濾 過 す る よ う に 構 成 さ れ る も の と し て 定  
義 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
い く つ か の 例 に お い て 、 フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ は 、 所 望 の 期 間 （ 例 え ば 分 、 時 、 日 、 週 、 又  
は 月 ） に わ た っ て 所 望 の 開 存 性 レ ベ ル で あ り 続 け る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 い く つ か の 例  
に お い て 、 こ の こ と は 、 一 次 処 置 （ 例 え ば Ｅ Ｖ Ａ Ｒ ） の 完 了 後 に 植 え 込 ま れ た ま ま に す る  
よ う に 、 そ し て 処 置 完 了 に 続 い て 所 望 の 期 間 に わ た っ て 体 内 に 留 ま る （ 例 え ば １ ２ 時 間 ～  
７ 日 間 の 期 間 に わ た っ て 所 望 の 開 存 性 を 維 持 す る ） こ と に よ り 術 後 合 併 症 （ 例 え ば 塞 栓 デ  
ブ リ に 由 来 す る 脳 卒 中 ） の 発 生 を 低 減 す る よ う に デ バ イ ス １ ０ を 使 用 す る こ と を 容 易 に す  
る 。 い く つ か の 例 で は 、 開 存 性 を 延 長 す る こ と に よ り 、 血 管 及 び ／ 又 は 血 管 内 デ バ イ ス の  
部 分 （ 例 え ば ス テ ン ト グ ラ フ ト ） の 制 御 さ れ た 状 態 で の 閉 塞 が 、 こ の よ う な 経 路 の 即 時 又  
は ほ ぼ 即 時 の 閉 塞 に 伴 う 問 題 （ 例 え ば 系 循 環 問 題 ） を 軽 減 可 能 に す る の を 助 け る 。 例 え ば  
、 よ り 漸 次 的 な 閉 塞 又 は 「 低 フ ロ ー （ l o w  f l o w ） 」 閉 塞 を 行 う こ と に よ り 、 身 体 は 血 管 内  
の こ の よ う な 部 分 的 に 低 減 さ れ た 流 れ に 順 応 し 、 ひ い て は 不 都 合 な 生 理 学 的 影 響 を 軽 減 す  
る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
フ ロ ー 媒 体 １ ４ 又 は そ の 一 部 （ 例 え ば フ ロ ー 媒 体 １ ４ の フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ ） は 、 任 意 に  
、 １ 種 又 は ２ 種 以 上 の 処 理 剤 （ 例 え ば W . L .  G o r e  &  A s s o c i a t e s に よ っ て 「 Ｃ Ｂ Ａ Ｓ 」 と  
い う 商 品 名 で 提 供 さ れ て い る ヘ パ リ ン 系 処 理 剤 ） を 備 え る こ と に よ り 、 所 望 の 期 間 に わ た  
っ て デ バ イ ス の 開 存 性 を 維 持 す る 。 い く つ か の 例 で は 、 フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ は 延 伸 Ｐ Ｔ Ｆ  
Ｅ 材 料 又 は 他 の フ ル オ ロ ポ リ マ ー か ら 形 成 さ れ て は い る も の の 、 種 々 の 生 体 適 合 性 の 生 体  
材 料 の い ず れ も が 考 え ら れ る 。 デ バ イ ス １ ０ に 関 す る 所 望 の 開 存 性 、 又 は 流 量 対 時 間 プ ロ  
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フ ィ ー ル を 達 成 す る た め に 、 材 料 層 の 数 及 び タ イ プ （ 例 え ば 延 伸 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ の マ イ ク ロ 構 造  
、 密 度 、 層 間 の 変 化 ） 、 及 び 開 口 の 形 態 （ サ イ ズ 、 間 隔 、 形 状 、 及 び そ の 他 の も の ） を 含  
む 、 種 々 の 調 節 を 所 望 の 通 り に 材 料 に 施 す こ と が で き る 。 い く つ か の 例 で は 、 所 望 の 開 存  
性 は 、 所 望 の 期 間 に わ た っ て デ バ イ ス １ ０ を 通 る 最 小 体 積 流 量 と い う 意 味 で 定 義 さ れ る 。  
所 望 の 開 存 性 は 、 移 植 時 に お け る デ バ イ ス に よ っ て 示 さ れ た 初 期 体 積 流 量 の 、 所 望 の 期 間  
に わ た る 最 小 パ ー セ ン テ ー ジ と い う 意 味 で 記 す こ と も で き る （ 例 え ば 約 １ ０ ０ ％ 、 ９ ０ ％  
、 ８ ０ ％ な ど ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ３ 及 び ４ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 別 の フ ロ ー デ バ イ ス １ １ ０ を 示 し て い る 。 図 ３ は 等  
角 図 で あ り 、 そ し て 図 ４ は 概 ね デ バ イ ス １ １ ０ の 側 面 の 部 分 断 面 図 で あ る 。 図 示 の よ う に  
、 デ バ イ ス １ １ ０ は 、 デ バ イ ス １ ０ の も の と 同 様 の 種 々 の 機 構 を 含 ん で い る 。 例 え ば デ バ  
イ ス １ １ ０ は 支 持 フ レ ー ム １ １ ２ と フ ロ ー 媒 体 １ １ ４ と を 含 ん で い る 。 支 持 フ レ ー ム １ １  
２ は ま た 近 位 部 分 １ ２ ０ と 、 遠 位 部 分 １ ２ ２ と 、 近 位 部 分 及 び 遠 位 部 分 １ ２ ０ ， １ ２ ２ の  
間 の 中 間 部 分 ２ ４ と を 含 ん で い る 。 図 示 の よ う に 、 支 持 フ レ ー ム １ １ ２ は 概 ね 、 ス ト ラ ッ  
ト １ ３ ０ と も 記 さ れ る 複 数 の フ レ ー ム 部 材 １ ３ ０ か ら 形 成 さ れ て い る 。 フ レ ー ム 部 材 １ ３  
０ は 、 任 意 に 、 切 断 さ れ た 管 、 巻 き 合 わ さ れ た 又 は 互 い に カ ッ プ リ ン グ さ れ た 不 連 続 な ワ  
イ ヤ 、 又 は 所 望 の 別 の 構 成 の 部 分 で あ る 。 支 持 フ レ ー ム １ １ ２ は 、 任 意 に 、 所 望 の 通 り に  
自 己 拡 張 し 、 又 は 拡 張 さ せ る こ と が で き る （ 例 え ば バ ル ー ン に よ っ て 拡 張 さ せ る こ と が で  
き る ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
近 位 部 分 １ ２ ０ は 、 任 意 に 、 円 錐 形 に テ ー パ ー が つ い て お り 、 カ ッ プ リ ン グ 手 段 と も 記 さ  
れ る 第 １ 捕 捉 機 構 １ ３ ２ ま で 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ３ 及 び ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 捕 捉 機 構 １ ３ ２ は 、 任 意 に 、 デ バ イ ス １ ０ と 関 連 し て  
前 述 し た 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） と ほ ぼ 同 様 で あ る も の の 、 種 々 の 構 成 が 考 え ら  
れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ３ 及 び ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 支 持 フ レ ー ム １ ２ の 中 間 部 分 １ ２ ４ は ほ ぼ 円 筒 形 で は  
あ る も の の 、 種 々 の 形 状 （ 例 え ば テ ー パ ー 状 、 砂 時 計 状 、 犬 用 の 骨 状 、 及 び そ の 他 の 形 状  
） が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ３ 及 び ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 支 持 フ レ ー ム １ １ ２ の 遠 位 部 分 １ ２ ２ は 第 ２ 捕 捉 機 構  
１ ４ ０ ま で 円 錐 状 に テ ー パ ー が つ い て い る 。 下 記 の よ う に 、 近 位 部 分 及 び 遠 位 部 分 １ ２ ０  
， １ ２ ２ は 、 流 れ 方 向 に よ っ て 決 定 づ け ら れ る フ ロ ー 媒 体 １ １ ４ の 位 置 に 応 じ て フ ロ ー 媒  
体 １ １ ４ を 受 容 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
第 ２ 捕 捉 機 構 １ ４ ０ は 、 任 意 に 、 第 ２ 捕 捉 機 構 ４ ０ と ほ ぼ 同 様 で あ る も の の 、 種 々 の 形 態  
が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ３ 及 び ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 フ ロ ー 媒 体 １ １ ４ は 、 支 持 フ レ ー ム １ １ ２ の 中 間 部 分  
１ ２ ４ の 内 面 に 受 容 さ れ た 第 １ 部 分 １ ５ ０ を 含 ん で い る 。 第 １ 部 分 １ ５ ０ は 、 任 意 に 、 ほ  
ぼ 円 筒 形 、 又 は 管 状 の 形 状 で あ る 。 中 間 部 分 １ ２ ４ の 外 側 に あ る 状 態 で 示 さ れ て は い る も  
の の 、 種 々 の 形 態 が 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 形 態 は 、 第 １ 部 分 １ ５ ０ が 中 間 部 分 １ ２ ４ の 外  
面 上 で 受 容 さ れ る こ と 、 中 間 部 分 １ ２ ４ で 埋 め 込 ま れ る こ と 、 中 間 部 分 １ ２ ４ を サ ン ド イ  
ッ チ す る 複 数 の 層 又 は 部 分 を 含 む こ と 、 及 び そ の 他 を 含 む 。 い く つ か の 例 で は 、 フ ロ ー 媒  
体 １ １ ４ の 第 １ 部 分 １ ５ ０ は ほ ぼ 連 続 的 で あ り 、 第 １ 部 分 １ ５ ０ は 実 質 的 に 不 透 過 性 又 は  
透 過 性 で あ っ て よ く 、 或 い は 、 所 望 の 通 り 、 気 体 又 は 水 、 血 液 、 胆 汁 、 又 は そ の 他 の 体 液  
に 対 す る 任 意 の 所 望 の 透 過 性 を 有 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 例 で は 、 第 １ 部 分 １ ５ ０  
は 、 支 持 フ レ ー ム １ １ ２ に （ 例 え ば フ ィ ル ム 及 び ／ 又 は 支 持 フ レ ー ム １ １ ２ に 被 着 さ れ た  
Ｆ Ｅ Ｐ に よ っ て ） 接 着 さ れ た 、 又 は そ の 他 の 形 で （ 例 え ば 縫 合 、 摩 擦 嵌 め 、 又 は そ の 他 の  
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固 定 手 段 に よ っ て ） 固 定 さ れ た １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 延 伸 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 層 か ら 形 成 さ れ て い る 。  
図 示 の よ う に 、 第 １ 部 分 １ ５ ０ は ほ ぼ 円 筒 形 、 又 は 管 状 の 形 状 で は あ る も の の 、 種 々 の 形  
状 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
い く つ か の 例 に よ れ ば 、 フ ロ ー 媒 体 １ １ ４ の 第 ２ 部 分 １ ５ ２ は ほ ぼ 円 錐 形 で あ り 、 フ ロ ー  
媒 体 の 第 １ 部 分 １ ５ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る （ 例 え ば 、 第 １ 部 分 の ほ ぼ 真 ん 中 で 取 り 付 け  
ら れ て 第 １ 部 分 １ ５ ０ か ら 内 方 に 向 か っ て 延 び て い る ） 。 フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ と 同 様 に 、  
濾 過 部 分 １ ５ ２ 又 は フ ロ ー 制 御 部 分 １ ５ ２ と も 呼 ば れ る 第 ２ 部 分 １ ５ ２ は 複 数 の 開 口 を 含  
む の で 、 い く つ か の 例 に よ れ ば 、 フ ロ ー 制 御 部 分 １ ５ ２ は 少 な く と も 所 望 の 期 間 に わ た っ  
て 流 体 流 透 過 性 で あ る 。 フ ロ ー 制 御 部 分 １ ５ ２ は フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ と 同 様 に 改 変 可 能 で  
あ る こ と に よ り 、 デ バ イ ス １ １ ０ の 所 望 の 開 存 性 、 又 は 流 量 対 時 間 プ ロ フ ィ ー ル を 達 成 す  
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
フ ロ ー 制 御 部 分 １ ５ ２ が こ の よ う に 構 成 さ れ て い る と 、 支 配 的 な 流 れ が フ ロ ー 制 御 部 分 １  
５ ２ を 裏 返 す （ フ リ ッ プ （ f l i p ） す る ） こ と が で き 、 又 は 他 の 形 式 で そ の 形 態 を 生 体 内 で  
鏡 像 化 （ m i r r o r ） さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 特 徴 は 、 こ の よ う な 二 方 向 の 利 点 に と  
っ て 常 に 必 要 と い う わ け で は な い が 、 流 れ 方 向 に 向 く の が 遠 位 端 で あ る か 近 位 端 で あ る か  
に か か わ ら ず 、 デ バ イ ス １ １ ０ を い ず れ の 方 向 で も 植 え 込 む こ と が で き る と い う 利 点 を も  
た ら す こ と が で き る 。 こ の こ と は 、 い ず れ の 方 向 か ら も デ バ イ ス を 回 収 す る こ と が で き る  
と と も に 、 例 え ば 、 デ バ イ ス １ １ ０ を 順 行 方 向 又 は 逆 行 方 向 に 送 達 且 つ ／ 又 は 回 収 し 得 る  
点 で さ ら な る 利 点 を も た ら す 。 具 体 的 に は 、 デ バ イ ス １ １ ０ に 送 達 シ ス テ ム （ 図 示 せ ず ）  
が 予 め ロ ー デ ィ ン グ さ れ て い る 場 合 に は 、 い ず れ の 方 向 か ら も デ バ イ ス １ １ ０ を 送 達 し 得  
る こ と は 特 に 有 利 で あ り 得 る 。 そ れ と い う の も 送 達 シ ス テ ム （ 図 示 せ ず ） と 集 成 さ れ た デ  
バ イ ス の 配 向 に 基 づ い て 順 行 ア プ ロ ー チ 又 は 逆 行 ア プ ロ ー チ を 選 択 す る こ と を 使 用 者 が 必  
要 と さ れ な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ５ 及 び ５ Ａ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く さ ら に 別 の フ ロ ー デ バ イ ス ２ １ ０ を 示 し て い る 。  
図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 デ バ イ ス は 支 持 フ レ ー ム ２ １ ２ と フ ロ ー 媒 体 ２ １ ４ と を 含 ん  
で い る 。 支 持 フ レ ー ム ２ １ ２ は 近 位 部 分 ２ ２ ０ と 、 遠 位 部 分 ２ ２ ２ と 、 近 位 部 分 及 び 遠 位  
部 分 ２ ２ ０ ， ２ ２ ２ の 間 の 中 間 部 分 ２ ２ ４ と を 含 ん で い る 。 図 示 の よ う に 、 支 持 フ レ ー ム  
２ １ ２ は 概 ね 、 ス ト ラ ッ ト ２ ３ ０ と も 記 さ れ る 複 数 の フ レ ー ム 部 材 ２ ３ ０ か ら 形 成 さ れ て  
い る 。 フ レ ー ム 部 材 ２ ３ ０ は 、 任 意 に 、 切 断 さ れ た 管 、 巻 き 合 わ さ れ た 又 は 互 い に カ ッ プ  
リ ン グ さ れ た 不 連 続 な ワ イ ヤ 、 又 は 所 望 の 別 の 構 成 の 部 分 で あ る 。 近 位 部 分 ２ ２ ０ は 、 カ  
ッ プ リ ン グ 手 段 ２ ３ ２ と も 記 さ れ る 第 １ 捕 捉 機 構 ２ ３ ２ を 含 み 、 近 位 部 分 ２ ２ ０ の ス ト ラ  
ッ ト ２ ３ ０ は 内 方 に 向 か っ て 湾 曲 す る こ と に よ り 、 反 曲 し た 、 又 は 反 転 し た フ レ ー ム ワ ー  
ク を 画 定 し て い る 。 第 １ 捕 捉 機 構 ２ ３ ２ の 拡 大 図 が 図 ５ Ａ に 示 さ れ て い る 。 支 持 フ レ ー ム  
２ １ ２ は 、 任 意 に 、 所 望 の 通 り に 自 己 拡 張 し 、 又 は 拡 張 さ せ る こ と が で き る （ 例 え ば バ ル  
ー ン に よ っ て 拡 張 さ せ る こ と が で き る ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ５ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ 捕 捉 機 構 ２ ３ ２ は 概 ね 球 形 状 （ 例 え ば 円 形 の 球 形 状 ）  
を 形 成 し て は い る も の の 、 種 々 の 形 状 （ 例 え ば 楕 円 形 の 球 形 状 ） も 考 え ら れ る 。 図 ５ Ａ で  
は ほ と ん ど よ く 見 え な い が 、 任 意 に 、 第 １ 捕 捉 機 構 ２ ３ ２ に は 第 １ 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ  
ー ２ ３ ４ （ 例 え ば 不 連 続 な 放 射 線 不 透 過 性 材 料 片 ） が 受 容 さ れ 保 持 さ れ て い る 。 第 １ 放 射  
線 不 透 過 性 マ ー カ ー ２ ３ ４ は 、 任 意 に 、 展 開 作 業 中 に デ バ イ ス ２ １ ０ の 配 置 を 支 援 し 、 且  
つ ／ 又 は 、 リ カ バ リ 作 業 又 は 回 収 作 業 中 に デ バ イ ス １ ０ を 回 収 す る の に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
フ ロ ー 媒 体 ２ １ ４ に よ っ て 部 分 的 に 隠 さ れ て は い る が 、 図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 支 持  
フ レ ー ム ２ １ ２ の 中 間 部 分 ２ ２ ４ は ほ ぼ 円 筒 形 で は あ る も の の 、 種 々 の 形 状 （ 例 え ば テ ー  
パ ー 状 、 砂 時 計 状 、 犬 用 の 骨 状 、 及 び そ の 他 の 形 状 ） が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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支 持 フ レ ー ム ２ １ ２ の 遠 位 部 分 ２ ２ ２ は 、 フ ロ ー 媒 体 ２ １ ４ に よ っ て 大 部 分 が カ バ ー さ れ  
て い る 状 態 で 図 ５ に 示 さ れ て い る 。 い く つ か の 例 で は 、 支 持 フ レ ー ム ２ １ ２ の 遠 位 部 分 ２  
２ ２ は 、 第 ２ 捕 捉 機 構 ２ ４ ０ ま で 円 錐 形 に テ ー パ ー が つ い て い る 。 図 ５ に 示 さ れ て い る よ  
う に 、 テ ー パ ー が つ い た 遠 位 部 分 ２ ２ ２ は 、 図 ５ に 示 さ れ た 対 応 す る 円 錐 形 状 を 成 す フ ロ  
ー 媒 体 ２ １ ４ を 支 持 し て い る 。 第 ２ 捕 捉 機 構 ２ ４ ０ は 、 任 意 に 、 第 １ 捕 捉 機 構 ２ ３ ２ と ほ  
ぼ 同 様 で あ る 。 第 ２ 捕 捉 機 構 ２ ４ ０ は 同 様 に 成 形 さ れ 形 成 さ れ 、 そ し て ま た 第 ２ 放 射 線 不  
透 過 性 マ ー カ ー ２ ４ ２ を 含 む が 、 し か し 種 々 の 形 態 が 考 え ら れ る 。 所 望 の 場 合 に は 第 １ 及  
び 第 ２ の 捕 捉 機 構 ２ ３ ２ ， ２ ４ ０ 及 び ／ 又 は 第 １ 及 び 第 ２ の 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー ２ ３  
４ ， ２ ４ ２ は 互 い に 区 別 可 能 で あ り 、 例 え ば 異 な る 放 射 線 不 透 過 性 、 形 状 、 材 料 、 被 膜 を  
有 し て お り 、 又 は そ の 他 の 点 で 互 い に 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 フ ロ ー 媒 体 ２ １ ４ は 、 支 持 フ レ ー ム ２ １ ２ の 中 間 部 分 ２ ２ ４  
の 外 面 に 被 さ る よ う に 受 容 さ れ た 第 １ 部 分 ２ ５ ０ と 、 第 ２ 部 分 ２ ５ ２ と を 含 む 。 中 間 部 分  
２ ２ ４ の 外 側 に あ る 状 態 で 示 さ れ て は い る も の の 、 種 々 の 形 態 が 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 形  
態 は 、 第 １ 部 分 ２ ５ ０ が 中 間 部 分 ２ ２ ４ の 内 面 上 で 受 容 さ れ る こ と 、 中 間 部 分 ２ ２ ４ で 埋  
め 込 ま れ る こ と 、 中 間 部 分 ２ ２ ４ を サ ン ド イ ッ チ す る 複 数 の 層 を 含 む こ と 、 及 び そ の 他 を  
含 む 。 図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 フ ロ ー 媒 体 ２ １ ４ の 第 １ 部 分 ２ ５ ０ は ほ ぼ 連 続 的 で あ  
り 、 そ し て 波 形 縁 部 を 含 む 。
第 １ 部 分 ２ ５ ０ は 実 質 的 に 不 透 過 性 又 は 透 過 性 で あ っ て よ く 、 或 い は 、 所 望 の 通 り 、 気 体  
又 は 水 、 血 液 、 胆 汁 、 又 は そ の 他 の 体 液 に 対 す る 任 意 の 所 望 の 透 過 性 を 有 す る こ と が で き  
る 。 い く つ か の 例 で は 、 第 １ 部 分 ２ ５ ０ は 、 支 持 フ レ ー ム ２ １ ２ に （ 例 え ば フ ィ ル ム 及 び  
／ 又 は 支 持 フ レ ー ム ２ １ ２ に 被 着 さ れ た Ｆ Ｅ Ｐ に よ っ て ） 接 着 さ れ た 、 又 は そ の 他 の 形 で  
（ 例 え ば 縫 合 、 摩 擦 嵌 め に よ っ て 、 又 は そ の 他 の 固 定 手 段 を 用 い て ） 固 定 さ れ た １ つ 又 は  
２ つ 以 上 の 延 伸 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 層 か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
デ バ イ ス １ ０ 及 び １ １ ０ と 同 様 に 、 い く つ か の 例 に よ れ ば 、 濾 過 部 分 ２ ５ ２ 又 は フ ロ ー 制  
御 部 分 ２ ５ ２ と も 記 さ れ る フ ロ ー 媒 体 ２ １ ４ の 第 ２ 部 分 ２ ５ ２ は 、 複 数 の 開 口 を 含 む の で  
、 第 ２ 部 分 又 は フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ は 、 少 な く と も 初 期 の 所 望 の 期 間 に わ た っ て 流 体 流 透  
過 性 で あ る 。 フ ロ ー 制 御 部 分 ２ ５ ２ は フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ２ ， １ ５ ２ と 同 様 に 改 変 可 能 で あ  
る こ と に よ り 、 デ バ イ ス ２ １ ０ の 所 望 の 開 存 性 、 又 は 流 量 対 時 間 プ ロ フ ィ ー ル を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
デ バ イ ス ２ １ ０ に お い て 、 捕 捉 部 分 ２ ３ ２ ， ２ ４ ０ は 、 任 意 に 、 体 腔 （ 例 え ば 血 管 ） 内 の  
展 開 に 続 く デ バ イ ス ２ １ ０ の 二 方 向 回 収 可 能 性 の た め に 、 捕 捉 部 分 ３ ２ ， １ ３ ２ ， ４ ０ ，  
１ ４ ０ と 同 様 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ６ ， ７ 及 び ８ は そ れ ぞ れ さ ら な る フ ロ ー デ バ イ ス ３ １ ０ ， ４ １ ０ 及 び ５ １ ０ を 示 し て い  
る 。 図 ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 フ ロ ー デ バ イ ス ３ １ ０ は 支 持 フ レ ー ム ３ １ ２ と フ ロ ー 媒  
体 ３ １ ４ と を 含 む 。 支 持 フ レ ー ム ３ １ ２ は 、 任 意 に 、 拡 張 さ せ る こ と が で き る 、 又 は 自 己  
拡 張 す る ス テ ン ト 構 造 で あ り 、 フ ロ ー 媒 体 ３ １ ４ は 概 ね 、 前 述 の フ ロ ー 媒 体 １ ４ ， １ １ ４  
， ２ １ ４ と 同 様 で あ る が 、 し か し フ ロ ー 媒 体 ３ １ ４ は 図 示 の よ う に 概 ね デ ィ ス ク 状 で あ り  
、 支 持 フ レ ー ム ３ １ ２ の 内 側 ル ー メ ン を 横 切 っ て 延 び て い る 。 フ ロ ー デ バ イ ス ３ １ ４ は 複  
数 の フ ロ ー 制 御 部 分 ３ ５ ２ を 含 ん で い る 。 そ れ ぞ れ の フ ロ ー 制 御 部 分 は 、 支 持 構 造 ３ １ ２  
に 沿 っ た 異 な る 長 手 方 向 位 置 に 位 置 決 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ７ は 、 支 持 フ レ ー ム ４ １ ２ と フ ロ ー 媒 体 ４ １ ４ と を 含 む フ ロ ー デ バ イ ス ４ １ ０ を 示 し て  
い る 。 支 持 フ レ ー ム ４ １ ２ は 、 任 意 に 、 拡 張 さ せ る こ と が で き る 、 又 は 自 己 拡 張 す る ス テ  
ン ト 構 造 で あ り 、 フ ロ ー 媒 体 ４ １ ４ は 概 ね 、 前 述 の フ ロ ー 媒 体 １ ４ ， １ １ ４ ， ２ １ ４ ， ３  
１ ４ と 同 様 で あ る が 、 し か し フ ロ ー 媒 体 ４ １ ４ は 図 示 の よ う に 概 ね 円 錐 形 状 、 又 は ド ー ム  
形 状 で あ り 、 支 持 フ レ ー ム ４ １ ４ の 内 側 ル ー メ ン を 横 切 っ て 延 び て い る 。 い く つ か の 実 施  
例 で は 、 フ ロ ー 媒 体 ４ １ ４ は 、 他 の 例 と の 関 連 に お い て 記 載 し た よ う に 、 流 れ を 伴 う 方 向  
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に 反 転 さ せ る 又 は 「 裏 返 す （ フ リ ッ プ （ f l i p p i n g ） す る ） 」 こ と が で き る 。 図 示 の よ う に  
、 フ ロ ー 媒 体 ３ １ ４ は 、 単 一 の 中 間 位 置 に 位 置 決 め さ れ た 単 一 の フ ロ ー 制 御 部 分 ４ ５ ２ を  
含 ん で は い る も の の 、 種 々 の 位 置 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 ８ は 、 支 持 フ レ ー ム ５ １ ２ と フ ロ ー 媒 体 ５ １ ４ と を 含 む フ ロ ー デ バ イ ス ５ １ ０ を 示 し て  
い る 。 支 持 フ レ ー ム ５ １ ２ は 、 任 意 に 、 拡 張 さ せ る こ と が で き る 、 又 は 自 己 拡 張 す る ス テ  
ン ト 構 造 で あ り 、 フ ロ ー 媒 体 ５ １ ４ は 概 ね 、 前 述 の フ ロ ー 媒 体 １ ４ ， １ １ ４ ， ２ １ ４ ， ３  
１ ４ ， ４ １ ４ と 同 様 で あ る が 、 し か し フ ロ ー 媒 体 ５ １ ４ は 図 示 の よ う に 繊 維 材 料 （ 例 え ば  
繊 維 マ ッ ト 又 は マ ト リ ッ ク ス ） で あ り 、 こ の 繊 維 材 料 は 支 持 フ レ ー ム ５ １ ２ の 内 側 ル ー メ  
ン を 横 切 っ て 延 び て い る 。 図 示 の よ う に 、 フ ロ ー 媒 体 ５ １ ４ は 、 単 一 の 近 位 位 置 に 位 置 決  
め さ れ た 単 一 の フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ５ ２ を 含 ん で は い る も の の 、 種 々 の 位 置 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
デ バ イ ス の 種 々 の 構 成 及 び 特 徴 が 開 示 さ れ た 。 言 う ま で も な く 、 デ バ イ ス １ ０ ， １ １ ０ ，  
２ １ ０ ， ３ １ ０ ， ４ １ ０ ， ５ １ ０ の 特 徴 の い ず れ か を 任 意 に 組 み 合 わ せ る こ と も 考 え ら れ  
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
図 ９ ～ １ ０ は 、 デ バ イ ス ３ １ ０ に 関 連 し て 、 い く つ か の 例 に 基 づ く フ ロ ー 復 帰 法 （ m e t h o d  
o f  f l o w  r e v e r s i o n ） を 示 す も の の 、 本 明 細 書 中 に 記 載 さ れ た 他 の フ ロ ー デ バ イ ス の う ち  
の １ つ 又 は ２ つ 以 上 に 同 様 の 概 念 を 適 用 す る こ と も で き る 。 図 ９ は 、 デ バ イ ス ３ １ ０ の 概  
略 図 で あ っ て 、 支 持 フ レ ー ム ３ １ ２ 及 び フ ロ ー デ バ イ ス ３ １ ４ を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １  
０ は 、 フ ロ ー 媒 体 ３ １ ４ に 押 し 通 さ れ た バ ル ー ン カ テ ー テ ル デ バ イ ス ６ ０ ０ （ 例 え ば バ ル  
ー ン カ テ ー テ ル ６ １ ０ で あ っ て 、 バ ル ー ン カ テ ー テ ル ６ １ ０ の バ ル ー ン ６ １ ４ に 被 さ る よ  
う に 、 展 開 可 能 な ス テ ン ト ６ １ ２ が 受 容 さ れ て い る ） を 示 し て お り 、 バ ル ー ン ６ １ ４ は 膨  
張 さ せ ら れ 、 二 次 ス テ ン ト ６ １ ２ は フ ロ ー 媒 体 ３ １ ４ を 支 持 フ レ ー ム ３ １ ２ の 内 壁 に 押 し  
付 け て い る 。 図 １ １ は 、 バ ル ー ン カ テ ー テ ル が 取 り 外 さ れ た 状 態 を 示 し て お り 、 図 １ ２ は  
、 デ バ イ ス ３ １ ０ の 挿 入 及 び 展 開 の 前 に 得 ら れ た 流 れ に ほ ぼ 復 帰 さ せ ら れ た 、 二 次 ス テ ン  
ト ６ １ ２ を 有 す る デ バ イ ス ３ １ ０ の 端 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
い く つ か の 例 は 、 腹 部 大 動 脈 瘤 及 び 胸 部 大 動 脈 瘤 を 含 む 血 管 内 動 脈 瘤 の 修 復 （ Ｅ Ｖ Ａ Ｒ 及  
び Ｔ Ｅ Ｖ Ａ Ｒ ） 、 経 カ テ ー テ ル 大 動 脈 弁 置 換 術 （ Ｔ Ａ Ｖ Ｒ ） 、 卵 円 孔 開 存 症 （ Ｐ Ｆ Ｏ ） の  
治 療 、 左 心 耳 閉 鎖 術 （ Ｌ Ａ Ａ Ｏ ） 、 器 質 的 心 疾 患 治 療 、 心 房 細 動 治 療 、 及 び そ の 他 の 治 療  
中 に 大 動 脈 の 分 枝 の い ず れ か に 展 開 す る こ と が で き る 複 数 の 独 立 し た フ ロ ー デ バ イ ス か ら  
成 る フ ロ ー シ ス テ ム に 関 す る 。 シ ス テ ム の フ ロ ー デ バ イ ス は 、 延 長 さ れ た 期 間 に わ た っ て  
患 者 内 に 残 し 、 処 置 後 に 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
い く つ か の 治 療 法 は 、 例 え ば 塞 栓 デ ブ リ の リ ス ク が 顕 著 な 状 態 に お い て 、 弓 血 管 （ a r c h  v  
e s s e l s ） （ 例 え ば Ｅ Ｖ Ａ Ｒ 及 び Ｔ Ｅ Ｖ Ａ Ｒ の た め ） 及 び ／ 又 は 内 臓 血 管 （ 例 え ば 、 頸 動 脈  
、 上 腸 間 膜 動 脈 、 左 及 び 右 腎 動 脈 、 及 び 下 腸 間 膜 動 脈 ） 内 に 展 開 さ れ た 塞 栓 防 止 デ バ イ ス  
と し て 作 用 す る 、 複 数 の 独 立 し た 回 収 可 能 な フ ロ ー デ バ イ ス を 使 用 す る こ と を 伴 う 。 血 管  
内 及 び ／ 又 は 外 科 的 処 置 の 後 の 回 収 は 、 任 意 に 、 上 述 の も の の よ う な 回 収 シ ス テ ム （ 例 え  
ば ス ネ ア 回 収 シ ス テ ム ） を 利 用 し て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 １ ３ は 、 い く つ か の 例 に 基 づ く 全 身 治 療 ア プ ロ ー チ に お い て 展 開 さ れ た フ ロ ー デ バ イ ス  
シ ス テ ム ９ ０ ０ を 示 し て い る 。 図 １ ３ は 、 大 動 脈 弓 １ ０ ０ ０ 及 び そ の 腕 頭 動 脈 １ ０ ０ ２ と  
の 接 合 部 と 、 左 総 頸 動 脈 １ ０ ０ ４ と 、 左 鎖 骨 下 動 脈 １ ０ ０ ６ と を 示 し て い る 。 図 示 の よ う  
に 、 フ ロ ー デ バ イ ス １ ０ と 同 様 の 複 数 の フ ロ ー デ バ イ ス ９ １ ０ が 、 例 え ば 心 臓 又 は 大 動 脈  
を 治 療 す る た め の 前 述 し た よ う な 処 置 に 関 連 す る 全 身 的 保 護 を 目 的 と し て 、 動 脈 １ ０ ０ ２  
， １ ０ ０ ４ ， １ ０ ０ ６ 内 に 植 え 込 ま れ て い る 。 い く つ か の 例 に お い て 、 デ バ イ ス ９ １ ０ の  
フ ロ ー 制 御 部 分 を 動 脈 １ ０ ０ ２ ， １ ０ ０ ４ ， １ ０ ０ ６ の 開 口 部 の 近 く に 配 置 す る こ と に よ  
っ て 、 例 え ば 大 動 脈 弓 １ ０ ０ ０ 内 の 流 れ か ら 塞 栓 を 濾 過 に よ っ て 排 除 し 、 そ し て 塞 栓 を 下  
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流 側 に 変 向 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
デ バ イ ス １ ０ ， １ １ ０ ， ２ １ ０ ， ３ １ ０ ， ４ １ ０ ， ５ １ ０ の い ず れ か 、 及 び こ れ ら の 組 み  
合 わ せ が こ の よ う な 用 途 の た め に 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 図 １ ３ の 例 に お い て 、 デ バ イ ス ９  
１ ０ は デ バ イ ス １ ０ と 同 様 で は あ る も の の 、 い く つ か の 例 で は 、 デ バ イ ス ５ １ ０ と 同 様 の  
１ つ 又 は ２ つ 以 上 の デ バ イ ス ５ １ ０ が 動 脈 １ ０ ０ ２ ， １ ０ ０ ４ ， １ ０ ０ ６ の う ち の １ つ 又  
は ２ つ 以 上 に 配 置 さ れ て 、 こ の 場 合 フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ５ ２ が 血 管 口 に 向 い て 配 向 さ れ て い  
る 。 例 え ば 、 い く つ か の 例 で は 、 フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ５ ２ は 、 支 持 フ レ ー ム ５ １ ２ の 内 側 ル  
ー メ ン を 横 切 る 繊 維 材 料 を 含 ん で お り 、 繊 維 材 料 は 血 流 に 対 し て 所 望 の 通 り （ 例 え ば 流 れ  
方 向 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 又 は 斜 め ） に 配 向 さ れ た フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ５ ２ の 繊 維 を 有 し て い る  
。 他 の 例 で は 、 フ ロ ー 制 御 部 分 ５ ５ ２ は 、 前 述 の 他 の 構 成 と 同 様 の １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 部  
分 を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
上 述 の よ う に 、 い く つ か の 例 で は 、 フ ロ ー デ バ イ ス は 、 「 オ フ ・ ザ ・ ワ イ ヤ o f f - t h e - w i r e  
） 」 状 態 で 送 達 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 い く つ か の 例 で は 、 フ ロ ー デ バ  
イ ス は 、 デ バ イ ス の ル ー メ ン 内 部 で 捕 捉 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に 乗 る こ と な し に 患 者 の 血  
管 系 内 部 の 治 療 部 位 へ 送 達 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 し か し な が ら 上 述 の よ う に 、 い  
く つ か の 例 で は 、 本 明 細 書 中 に 開 示 さ れ た フ ロ ー デ バ イ ス の 送 達 中 に 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上  
の ガ イ ド ワ イ ヤ が 利 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
こ こ で 図 １ ４ を 参 照 す る と 、 （ 上 述 の フ ロ ー デ バ イ ス １ ０ と 同 様 の ） フ ロ ー デ バ イ ス １ ０  
は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ６ ６ に 沿 っ て 送 達 さ れ 得 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 い く つ か の 例 で は 、  
デ バ イ ス １ ０ 内 に １ つ 又 は ２ つ 以 上 の ア パ ー チ ャ が 形 成 さ れ て 、 タ ー ゲ ッ ト 部 位 へ の 送 達  
中 に デ バ イ ス １ ０ を ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 移 動 さ せ 得 る よ う に な っ て い る 。 図 １ ４ に 示 さ  
れ た 模 範 的 な フ ロ ー デ バ イ ス １ ０ は 、 捕 捉 機 構 ４ ０ 内 に 形 成 さ れ た 第 １ ア パ ー チ ャ ５ ４ と  
、 捕 捉 機 構 ３ ２ 内 に 形 成 さ れ た 第 ２ ア パ ー チ ャ ５ ６ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
当 業 者 に は 明 ら か な よ う に 、 本 明 細 書 中 で 論 じ ら れ た オ フ ・ ザ ・ ワ イ ヤ の 例 と 同 様 に 、 こ  
の よ う な デ バ イ ス は こ れ と は 別 に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 処 理 部 位 へ 送 達 し 、 そ し て よ く  
知 ら れ た 血 管 内 カ テ ー テ ル 技 術 を 用 い て 、 圧 縮 さ れ た 送 達 形 態 か ら 拡 張 さ れ た 展 開 形 態 へ  
展 開 す る こ と も で き る 。 い く つ か の 例 で は 、 送 達 及 び 展 開 が 行 わ れ る と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ は  
続 い て デ バ イ ス か ら 取 り 外 す こ と が で き 、 そ し て こ の よ う な デ バ イ ス は 処 置 又 は 処 置 の 一  
部 に 続 い て 体 内 に 残 す こ と が で き る 。 す な わ ち 、 い く つ か の 例 で は 、 デ バ イ ス が 処 置 （ 例  
え ば Ｔ Ｅ Ｖ Ａ Ｒ ） の 完 了 に 続 い て 所 望 の 期 間 に わ た っ て 植 え 込 ま れ た ま ま に な る （ 例 え ば  
０ ． ５ 時 間 ～ ７ 日 間 の 期 間 に わ た っ て 所 望 の 開 存 性 を 維 持 す る ） よ う に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を  
取 り 外 す こ と が で き る 。 上 述 の よ う に 、 こ の よ う な ア プ ロ ー チ は 術 後 合 併 症 （ 例 え ば 塞 栓  
デ ブ リ に 由 来 す る 脳 卒 中 ） の 発 生 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー が 捕 捉 機 構 （ 捕 捉 エ レ メ ン ト ） に よ っ て 配 置 又 は 受 容 さ れ 、 そ し  
て 保 持 さ れ る 例 で は 、 こ の よ う な 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー を 通 し て １ つ 又 は ２ つ 以 上 の ル  
ー メ ン を 形 成 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り デ バ イ ス １ ０ を ガ イ ド ワ イ ヤ ６ ６ に 沿 っ て 送 達  
す る こ と が で き る 。 当 業 者 に は 明 ら か な よ う に 、 こ の よ う な ル ー メ ン は 、 放 射 線 不 透 過 性  
マ ー カ ー の 放 射 線 不 透 過 性 を 著 し く 低 下 さ せ る こ と な し に 、 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー 内 に  
形 成 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 例 で は 、 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー を 通 し て 単 一 の ル ー  
メ ン を 形 成 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 他 の 例 で は 、 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー を 通 し て  
複 数 の ル ー メ ン を 形 成 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 例 で は 、 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー を  
通 し て 複 数 の ル ー メ ン を 形 成 す る こ と は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に デ バ イ ス を ロ ー デ ィ ン グ し や  
す く す る の を 助 け る こ と が で き る 。 従 っ て 、 単 一 の ル ー メ ン が 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー 内  
に 形 成 さ れ る い く つ か の 例 で は 、 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー と 、 こ れ が そ の 内 部 に 受 容 さ れ  
る 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） と の 相 対 配 向 を 固 定 す る こ と が 有 利 で あ り 得 る 。 い く  
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つ か の こ の よ う な 例 に お い て 、 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー が 、 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン  
ト ） 内 部 で 回 転 又 は 転 動 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
図 １ ４ に 示 さ れ た デ バ イ ス １ ０ は 、 捕 捉 機 構 ３ ２ 及 び ４ ０ の そ れ ぞ れ を 通 っ て 延 び る ガ イ  
ド ワ イ ヤ ６ ６ を 有 す る 状 態 で 示 さ れ て は い る も の の 、 い く つ か の 例 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が  
デ バ イ ス の 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） の 部 分 集 合 又 は 全 て で は な い 部 分 を 通 っ て 延  
び る よ う に 、 デ バ イ ス を ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に ロ ー デ ィ ン グ す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 １  
４ に 示 さ れ た デ バ イ ス １ ０ を 参 照 す る と 、 い く つ か の 例 に お い て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ６ ６ が 第  
１ 捕 捉 機 構 ３ ２ 又 は 第 ２ 捕 捉 機 構 ４ ０ の い ず れ か 一 方 だ け を 通 っ て 延 び る よ う に 、 デ バ イ  
ス １ ０ を ガ イ ド ワ イ ヤ ６ ６ 上 に ロ ー デ ィ ン グ す る こ と が で き る 。 い く つ か の こ の よ う な 例  
で は 、 フ ロ ー デ バ イ ス が 遠 位 側 に 配 置 さ れ た 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） だ け 、 或 い  
は 近 位 側 に 配 置 さ れ た 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） だ け を 通 っ て 延 び る よ う に 、 フ ロ  
ー デ バ イ ス を ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に ロ ー デ ィ ン グ す る こ と が で き る 。 同 様 に 言 う ま で も な く 、  
本 明 細 書 中 に 開 示 さ れ た フ ロ ー デ バ イ ス を 遠 位 側 か ら 近 位 側 へ の 配 向 、 又 は 近 位 側 か ら 遠  
位 側 へ の 配 向 で ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に 配 置 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 い く つ か の 例 で は フ  
ロ ー デ バ イ ス を ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に 可 逆 的 に ロ ー デ ィ ン グ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
当 業 者 に は 明 ら か な よ う に 、 こ の よ う な 形 態 は 、 デ バ イ ス が 順 行 方 向 又 は 逆 光 方 向 か ら 送  
達 可 能 で あ る 点 で 多 用 途 性 を も た ら す 。 種 々 の 例 で は 、 本 明 細 書 中 で 開 示 さ れ た フ ロ ー デ  
バ イ ス は 、 任 意 の 商 業 用 既 製 品 （ c o m m e r c i a l  o v e r  t h e  s h e l f ） の ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に ロ ー  
デ ィ ン グ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
上 述 の よ う に 、 デ バ イ ス が ガ イ ド ワ イ ヤ に 被 さ っ た 状 態 で 送 達 さ れ る い く つ か の 例 で は 、  
デ バ イ ス が 送 達 さ れ 展 開 さ れ た 後 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を デ バ イ ス か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。  
い く つ か の 他 の 例 で は 、 デ バ イ ス が 展 開 さ れ る と 、 デ バ イ ス は ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ た そ の  
位 置 に 固 定 さ れ る よ う に な る 。 具 体 的 に は 、 い く つ か の 例 に お い て 、 展 開 時 に 、 ガ イ ド ワ  
イ ヤ が 貫 通 し て 延 び る 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） は そ の 中 に ガ イ ド ワ イ ヤ を 固 定 す  
る 。 い く つ か の 例 で は 、 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） は １ つ 又 は ２ つ 以 上 の ガ イ ド ワ  
イ ヤ 係 合 エ レ メ ン ト を 含 む 。 ガ イ ド ワ イ ヤ 係 合 エ レ メ ン ト は 、 デ バ イ ス が 展 開 さ れ る と ガ  
イ ド ワ イ ヤ と イ ン タ ー フ ェ イ ス 接 続 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 図 １ ４ に 示 さ れ  
て い る よ う に 、 第 ２ 捕 捉 機 構 ４ ０ は 、 複 数 の ガ イ ド ワ イ ヤ 係 合 エ レ メ ン ト ５ ８ を 含 ん で い  
る 。 い く つ か の 例 で は 、 デ バ イ ス の 展 開 の 前 に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 係 合 エ レ メ ン ト は ガ イ ド  
ワ イ ヤ か ら 係 合 解 離 さ れ て い る の で 、 デ バ イ ス は ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 移 動 す る こ と が で  
き る 。 す な わ ち 、 デ バ イ ス の 展 開 の 前 に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 係 合 エ レ メ ン ト は 、 ガ イ ド ワ イ  
ヤ に 沿 っ た 軸 線 方 向 の 移 動 に 抗 し て デ バ イ ス を 固 定 す る よ う に 動 作 す る こ と は な い 。 し か  
し な が ら 、 こ れ ら の 例 で は 、 デ バ イ ス が 展 開 さ れ る と 、 係 合 機 構 は ガ イ ド ワ イ ヤ に 係 合 し  
、 デ バ イ ス が ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て さ ら に 軸 線 方 向 に 移 動 さ せ ら れ る の を 妨 げ る 又 は そ の  
他 の 形 で 防 止 す る よ う に 動 作 す る 。 い く つ か の 例 で は 、 デ バ イ ス が 回 収 さ れ る と 、 デ バ イ  
ス は 圧 潰 さ れ て そ の 展 開 前 の 形 態 に な る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ 係 合 エ レ メ ン ト は ガ イ ド ワ イ ヤ か  
ら 係 合 解 離 さ れ る の で 、 デ バ イ ス は ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 移 動 す る こ と が で き る 。 い く つ  
か の 他 の 例 で は 、 デ バ イ ス が 圧 潰 さ れ て そ の 展 開 前 の 形 態 に な っ た 後 で も 、 ガ イ ド ワ イ ヤ  
係 合 エ レ メ ン ト は ガ イ ド ワ イ ヤ と 係 合 さ れ た ま ま で あ る 。 い く つ か の こ の よ う な 例 で は 、  
当 業 者 に は 明 ら か に な る よ う に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 利 用 し て 、 デ バ イ ス を 回 収 シ ー ス 内 に 引  
き 込 む こ と が で き 、 或 い は ス ネ ア が 現 存 の ガ イ ド ワ イ ヤ に 被 さ っ て 前 進 さ せ ら れ る の を 可  
能 に し て 、 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） を ス ネ ア リ ン グ し 、 続 い て デ バ イ ス を 回 収 シ  
ー ス （ 例 え ば 本 明 細 書 中 で 論 じ た ガ イ ド カ テ ー テ ル ） 内 へ 引 き 込 む こ と に よ っ て デ バ イ ス  
を 捕 捉 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
い く つ か の 例 に お い て 、 デ バ イ ス は オ フ ・ ザ ・ ワ イ ヤ （ o f f - t h e - w i r e ） 形 態 又 は オ ー バ ー  
・ ザ ・ ワ イ ヤ （ o v e r - t h e - w i r e ） 形 態 で 送 達 さ れ る べ く 動 作 可 能 で あ る よ う に 構 成 さ れ て  
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い る 。 具 体 的 に は 、 デ バ イ ス は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に ロ ー デ ィ ン グ さ れ 、 か つ ガ イ ド ワ イ ヤ  
を 介 し て 送 達 さ れ る よ う に 適 合 又 は そ の 他 の 形 式 で 構 成 さ れ て い る に も か か わ ら ず 、 オ フ  
・ ザ ・ ワ イ ヤ で 送 達 す る こ と が で き る 。 実 際 に 、 い く つ か の 例 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ に 被 さ  
る 状 態 で 送 達 す る よ う に デ バ イ ス を 構 成 す る こ と が で き る が 、 そ れ で も な お 、 オ フ ・ ザ ・  
ワ イ ヤ で 送 達 す る こ と が で き る 。 デ バ イ ス が ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に ロ ー デ ィ ン グ さ れ 、 ガ イ ド  
ワ イ ヤ を 介 し て 送 達 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る い く つ か の 例 で は 、 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉  
エ レ メ ン ト ） を 通 っ て 延 び る ル ー メ ン は 概 ね 、 フ ロ ー 媒 体 に よ っ て 捕 捉 さ れ た デ ブ リ が こ  
れ を 通 っ て 自 由 に 逃 げ な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。 い く つ か の 例 で は 、 デ バ イ ス 内 に １ つ  
又 は ２ つ 以 上 の 一 方 向 弁 （ 例 え ば 一 方 向 止 血 弁 ） が 組 み 込 ま れ て い る の で 、 捕 捉 さ れ た デ  
ブ リ が 、 フ ロ ー 媒 体 か ら ル ー メ ン を 通 っ て 逃 げ る こ と が 妨 げ ら れ る 。 い く つ か の 例 で は 、  
濾 材 は ガ イ ド ワ イ ヤ ル ー メ ン を 含 む 。 ガ イ ド ワ イ ヤ ル ー メ ン は 、 こ れ を 通 る ガ イ ド ワ イ ヤ  
を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 い く つ か の 例 で は 、 濾 材 は 、 デ バ イ ス の １ つ 又 は ２ つ  
以 上 の 構 成 部 分 又 は 部 分 （ 例 え ば 下 で 説 明 す る よ う に 、 捕 捉 機 構 を 通 っ て 延 び る ア パ ー チ  
ャ 又 は ル ー メ ン ） を 通 っ て 延 び る ガ イ ド ワ イ ヤ ル ー メ ン 内 に 延 び て い る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ ル  
ー メ ン は 圧 潰 可 能 又 は 閉 塞 可 能 で あ る （ 下 述 の 通 り ） 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
い く つ か の 例 で は 、 一 方 向 弁 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が デ バ イ ス を 通 る （ 捕 捉 機 構 の ル ー メ ン 又  
は デ バ イ ス の 他 の ル ー メ ン の う ち の １ つ 又 は ２ つ 以 上 を 通 る ） の を 可 能 に す る よ う に 動 作  
す る 。 い く つ か の 例 で は 、 濾 材 に 隣 接 し て １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 一 方 向 弁 が 位 置 決 め さ れ て  
い る 。 い く つ か の こ の よ う な 例 に お い て 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 一 方 向 弁 は 、 捕 捉 機 構 （ 又  
は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） の ル ー メ ン 内 又 は ル ー メ ン に 近 接 し て 位 置 決 め さ れ て い る 。 い く つ か  
の 例 に お い て 、 捕 捉 機 構 又 は そ の ル ー メ ン 内 に 一 方 向 弁 が 組 み 込 ま れ て い る 。 い く つ か の  
例 で は 、 捕 捉 機 構 自 体 が 一 方 向 弁 と し て 動 作 す る 。 い く つ か の こ の よ う な 例 で は 、 捕 捉 機  
構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ ン ト ） の １ つ 又 は ２ つ 以 上 の ガ イ ド ワ イ ヤ 係 合 エ レ メ ン ト は 、 （ 上 述  
の よ う に ） こ れ ら が 捕 捉 機 構 （ ひ い て は デ バ イ ス ） を ガ イ ド ワ イ ヤ に 固 定 し 、 そ し て ガ イ  
ド ワ イ ヤ が 他 の 形 式 で ア パ ー チ ャ を 通 っ て 延 び る の で は な い 場 合 に は 、 こ れ ら の ガ イ ド ワ  
イ ヤ 係 合 エ レ メ ン ト は 付 加 的 に 協 働 し て 、 捕 捉 機 構 内 に 形 成 さ れ た ア パ ー チ ャ を 通 っ て デ  
ブ リ が 逃 げ る の を 妨 げ る と い う 点 に お い て 多 目 的 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
い く つ か の 例 で は 、 デ ブ リ が 濾 材 か ら 逃 げ る の を 妨 げ る の に 加 え て 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の  
一 方 向 弁 の う ち の １ つ 又 は ２ つ 以 上 が ガ イ ド ワ イ ヤ に 係 合 す る の で 、 （ 上 述 の よ う に ） デ  
バ イ ス は ワ イ ヤ に 沿 っ て 移 動 す る の を 妨 げ ら れ る 。 従 っ て 、 い く つ か の 例 に お い て 、 一 方  
向 弁 は デ ブ リ （ 例 え ば 塞 栓 デ ブ リ ） の 逃 げ を 妨 げ 、 ま た 、 ガ イ ド ワ イ ヤ に デ バ イ ス を 固 定  
す る た め に 多 目 的 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
い く つ か の 例 で は 一 方 向 弁 が 濾 材 の 遠 位 側 、 近 位 側 、 又 は 遠 位 側 と 近 位 側 と の 両 方 に 組 み  
込 ま れ て い て よ い （ 流 れ の 観 点 で 順 行 側 又 は 逆 行 側 と も 記 さ れ る ） 。 従 っ て 言 う ま で も な  
く 、 デ バ イ ス は 単 一 の 一 方 向 弁 、 又 は 複 数 の 一 方 向 弁 を 含 む こ と が で き る 。 単 一 の 一 方 向  
弁 が デ バ イ ス 内 に 組 み 込 ま れ る い く つ か の 例 で は 、 こ の 単 一 の 一 方 向 弁 は 、 一 方 向 弁 が 順  
行 側 （ 又 は 心 臓 に 対 し て 下 流 側 ） に あ る よ う に 濾 材 に 対 し て 位 置 決 め さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
い く つ か の 例 に お い て 、 デ バ イ ス を ガ イ ド ワ イ ヤ に 固 定 す る た め に 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の  
引 張 ば ね 、 又 は 他 の 弾 性 部 材 が 動 作 す る 。 い く つ か の 例 で は 、 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ レ メ  
ン ト ） は １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 引 張 ば ね を 含 む 。 こ れ ら の 引 張 ば ね は 、 （ 上 述 の よ う に ） デ  
バ イ ス が ワ イ ヤ に 沿 っ て 移 動 す る の を 妨 げ ら れ る よ う に 、 捕 捉 機 構 を ワ イ ヤ に 係 合 さ せ る  
よ う に 動 作 す る 。 い く つ か の 例 で は 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 引 張 ば ね は こ れ に 加 え て 又 は こ  
れ の 代 わ り に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 捕 捉 機 構 か ら 取 り 外 さ れ た と き に 、 捕 捉 機 構 （ 又 は 捕 捉 エ  
レ メ ン ト ） を 通 っ て 延 び る ル ー メ ン 又 は ア パ ー チ ャ を 収 縮 、 圧 潰 、 又 は 他 の 形 で 閉 塞 さ せ  
る よ う に 動 作 す る 。 い く つ か の 例 に お い て 、 上 述 の よ う に 、 濾 材 は こ の よ う な ル ー メ ン 内  
に 延 び て お り 、 そ し て 弾 性 部 材 に よ っ て ル ー メ ン が 圧 潰 さ れ る と 、 デ ブ リ が 濾 材 に よ っ て  
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捕 捉 さ れ た ま ま に な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
加 え て 、 い く つ か の 例 で は １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 弾 性 メ ン ブ レ ン 、 シ リ コ ー ン グ ロ メ ッ ト 、  
及 び ／ 又 は フ ラ ッ パ 弁 を 利 用 し て 、 （ 上 述 の よ う に ） デ ブ リ が 濾 材 か ら 濾 材 内 の ガ イ ド ワ  
イ ヤ ル ー メ ン を 通 し て 逃 げ る の を 防 止 す る こ と も で き る 。 い く つ か の 例 で は 、 こ の よ う な  
構 成 部 分 は 、 衝 突 流 で 閉 じ る よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
本 明 細 書 中 に 記 載 さ れ た デ バ イ ス 及 び 関 連 す る シ ス テ ム の 用 途 の 種 々 の 例 を 記 載 し て き た  
が 、 用 途 の う ち の い ず れ の も の も 考 え ら れ る こ と は 明 ら か で あ る 。 本 開 示 の 範 囲 を 逸 脱 す  
る こ と な し に 、 論 じ ら れ た 模 範 例 に 種 々 の 変 更 及 び 追 加 を 施 す こ と が で き る 。 例 え ば 、 上  
記 例 は 特 定 の 特 徴 に 言 及 し て い る の に 対 し て 、 本 開 示 内 容 の 発 明 の 範 囲 は ま た 、 特 徴 の 種  
々 異 な る 組 み 合 わ せ を 有 す る 例 、 及 び 上 記 特 徴 の 全 て を 含 む の で は な い 例 を 含 む 。 以 下 の  
項 目 ［ １ ］ ～ ［ ２ ０ ］ に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 例 を 列 記 す る 。
［ １ ］
  圧 潰 可 能 で あ り 、 遠 位 端 と 近 位 端 と を 有 す る 支 持 構 造 と 、
  前 記 支 持 構 造 に 取 り 付 け ら れ た フ ロ ー 媒 体 と 、
  前 記 支 持 構 造 の 近 位 端 に カ ッ プ リ ン グ さ れ た 近 位 側 捕 捉 機 構 、 及 び 前 記 支 持 構 造 の 遠 位  
端 に カ ッ プ リ ン グ さ れ た 遠 位 側 捕 捉 機 構 と
を 含 む 、 医 療 デ バ イ ス で あ っ て 、
  前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 及 び 前 記 遠 位 側 捕 捉 機 構 が 、 前 記 医 療 デ バ イ ス の 逆 行 性 及 び 順 行 性  
の 展 開 と 、 前 記 医 療 デ バ イ ス の 逆 行 性 及 び 順 行 性 の 捕 捉 と を 促 進 す る 、
医 療 デ バ イ ス 。
［ ２ ］
  前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 及 び 前 記 遠 位 側 捕 捉 機 構 が 、 前 記 支 持 構 造 の ほ ぼ 球 状 の 部 分 に よ っ  
て 形 成 さ れ て い る 、 項 目 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ ３ ］
  支 持 構 造 が 複 数 の ス ト ラ ッ ト を 含 ん で お り 、 前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 及 び 前 記 遠 位 側 捕 捉 機  
構 の う ち の 一 方 が 、 前 記 支 持 構 造 の 前 記 複 数 の ス ト ラ ッ ト の う ち の １ つ 又 は ２ つ 以 上 か ら  
延 び て い る 、 項 目 ２ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ ４ ］
  ル ー プ を 備 え た ス ネ ア カ テ ー テ ル を 更 に 含 み 、 前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 が 前 記 ル ー プ に よ っ  
て 捕 捉 さ れ る 、 項 目 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ ５ ］
  前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 血 管 を 通 っ て 流 れ る 流 体 を 濾 過 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 項 目 １  
に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ ６ ］
  前 記 フ ロ ー 媒 体 は 第 １ 側 と 第 ２ 側 と を 含 み 、 前 記 フ ロ ー 媒 体 の 前 記 第 １ 側 又 は 前 記 第 ２  
側 が 前 記 フ ロ ー 媒 体 を 通 っ て 流 れ る 流 体 を 濾 過 す る よ う 構 成 さ れ る よ う に 前 記 支 持 構 造 に  
取 り 付 け ら れ て い る 、 項 目 ５ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ ７ ］
  前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル の 平 均 サ イ ズ と 、 １ ２ 時 間 ～ ７ 日  
間 の 開 存 性 と を 有 す る 孔 を 含 む 、 項 目 ５ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ ８ ］
  前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 血 管 を 通 っ て 流 れ る 流 体 を 閉 塞 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 項 目  
１ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ ９ ］
  前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 １ ０ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル 未 満 の 平 均 サ イ ズ と 、 血 管 の 延 長 さ れ た 低  
フ ロ ー 閉 塞 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ た 開 存 性 と を 有 す る 孔 を 含 む 、 項 目 ８ に 記 載 の 医 療  
デ バ イ ス 。
［ １ ０ ］
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  前 記 フ ロ ー 媒 体 が 、 前 記 支 持 構 造 の 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 に 位 置 す る 中 間 位 置 で 前 記 支  
持 構 造 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 項 目 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ １ １ ］
  前 記 フ ロ ー 媒 体 が 前 記 支 持 構 造 の 外 側 部 分 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 項 目 １ に 記 載 の 医 療  
デ バ イ ス 。
［ １ ２ ］
  前 記 フ ロ ー 媒 体 が ポ リ マ ー 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 、 項 目 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ １ ３ ］
  前 記 支 持 構 造 が 内 側 ル ー メ ン を 含 み 、 前 記 支 持 構 造 に 多 孔 質 フ ァ ブ リ ッ ク が 取 り 付 け ら  
れ て お り 、 前 記 多 孔 質 フ ァ ブ リ ッ ク は 前 記 内 側 ル ー メ ン を 横 切 っ て 延 び る 、 項 目 １ に 記 載  
の 医 療 デ バ イ ス 。
［ １ ４ ］
  前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 と 連 携 す る 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー を 更 に 含 む 、 項 目 １ に 記 載 の 医  
療 デ バ イ ス 。
［ １ ５ ］
  前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 が 、 前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 内 部 に 包 囲 さ れ た 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー  
を 含 む 、 項 目 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ １ ６ ］
  前 記 支 持 構 造 が 、 切 断 さ れ た 管 か ら 形 成 さ れ て い る 、 項 目 １ に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
［ １ ７ ］
  近 位 端 及 び 遠 位 端 を 有 す る 支 持 構 造 、
  前 記 支 持 構 造 に 取 り 付 け ら れ た 多 孔 質 フ ァ ブ リ ッ ク 、 並 び に
  近 位 側 捕 捉 機 構 及 び 遠 位 側 捕 捉 機 構
を 含 む 、 医 療 デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 及 び 遠 位 側 捕 捉 機 構 は 、 フ ロ ー デ バ  
イ ス の 逆 行 性 及 び 順 行 性 の 展 開 と 、 前 記 医 療 デ バ イ ス の 逆 行 性 及 び 順 行 性 の 捕 捉 と を 促 進  
す る 、 医 療 デ バ イ ス と ；
  前 記 医 療 デ バ イ ス を 中 に 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た カ テ ー テ ル と ；
  前 記 医 療 デ バ イ ス を 順 行 方 向 及 び 逆 行 方 向 の 両 方 か ら 回 収 し 得 る よ う に 、 前 記 近 位 側 捕  
捉 機 構 及 び 前 記 遠 位 側 捕 捉 機 構 の い ず れ か と 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た ス ネ ア と
を 含 む 、 医 療 シ ス テ ム 。
［ １ ８ ］
  ガ イ ド ワ イ ヤ を 更 に 含 み 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に 前 記 医 療 デ バ イ ス が 受 容 さ れ る 、 項 目  
１ ７ に 記 載 の 医 療 シ ス テ ム 。
［ １ ９ ］
  前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ が 、 前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 及 び 前 記 遠 位 側 捕 捉 機 構 の う ち の 少 な く と も  
一 方 を 通 っ て 延 び て い る 、 項 目 １ ８ に 記 載 の 医 療 シ ス テ ム 。
［ ２ ０ ］
  前 記 医 療 デ バ イ ス の 展 開 前 に 前 記 医 療 デ バ イ ス を 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 移 動 さ せ 得  
る よ う に 、 か つ 、 前 記 医 療 デ バ イ ス が 展 開 さ れ た ら 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ た 移 動 に 抗 し  
て 前 記 医 療 デ バ イ ス が 拘 束 さ れ る よ う に 、 前 記 近 位 側 捕 捉 機 構 及 び 前 記 遠 位 側 捕 捉 機 構 の  
う ち の 少 な く と も 一 方 が 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ に 解 離 可 能 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る  
、 項 目 １ ８ に 記 載 の 医 療 シ ス テ ム 。



10

20

30

40

50

JP 7014876 B2 2022.2.1(17)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 １ Ａ 】

【 図 ２ Ａ 】 【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ２ Ｃ 】 【 図 ２ Ｄ 】
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【 図 ２ Ｅ 】 【 図 ２ Ｆ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ５ Ａ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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